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台湾における漢文教育の論点

一一「問中小学九年一貫課程綱要jの動向との関連から一一一

古 琉玲

1 本研究の目的及び問題所在

中国， 日本，韓留などの漢字文化圏(1)においては，漢字を共有することによって，異なる奮認

や文化を持ちながらも，儒教などの東洋思想の影響を受け，今日に至っているO そして，漢字文

化圏の未来に期待を込めて言及している論文もあるω。そこで， i英文教育(:l)の分析を通して，こ

れらの期待に応える一つの手がかりとして 漢字文化留における漢文教育のあり方を比較・検討

することが本研究の目的である。そのために，まず，この研究において比較対象の地域の主体と

なる台湾における教育背景や課題を明らかにすることにする O 次に，各国-地域における漢文教

育を比較することによって，達成できる目的や意義の可能性を検討することにするO

2 台湾における教育と課題

2-1 教育改革の動向について

近年，台湾においては全面的な教育課程の改革が進められている D その代表が1990年代末の

「国民中小学九年一貫課程綿要叶(学習指導要領に相当，以下， ，-九年一貫J)の編成であるヘ

2008年の「盟民小中学九年一貫課程綱要総綱J(総則の部分に相当)(6)によれば，現代社会の需

要や変動に応じて患の競争力を上げるということが教育改革の一つの背景である D こうした背景

の中で，今までにない大幅な改革が見られた。台湾における教育課程の改訂について，これまで実

施されてきたのは小・中学校に分けて定められていた「課程標準jC7)である口過去の「課程標準j

においての知識偏重型を改め，今回の小中一葉の「九年一貫」では学習者の「基本能力J(core 

competence)を強調することになった。すなわち，これまでの小・中学校の「課程標準Jに示され

た目標はいずれも学科知識をまとめたものであるのに対して， i九年一貫jでは新しい教育理念と

課程の目標に基づく[基本能力Jを踏まえ，それに対応したものになっているのであるヘそこで，

教育課程の中核をなすものとして， i基本能力jの位置づけや概念規定を略述することにするヘ

2 -2 i基本能力」の概念について

まず， i九年一貫」の基本理念として，以下の五つの項呂が挙げられているo

①ヒューマニズムの心情，

②統合と整理の能力，

③民主的な意識，
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③郷土と国捺意識，

⑤生涯学習

これらを踏まえ， r九年一貫jにおける由民教育の目的として， r人と自己J，r人と社会J，r人
と自然u等の教育活動を通して，基本知識を伝授し，生涯学翠能力を養成させ，健全な国民及び
世界公民を培うことが望まれているo このような目的を達成するために，課程編成のもとになる

十項自の「基本能力Jが以下のように提示された。

①自己理解と潜在能力の発展能力，

⑦楽しみ・表現・審美と新しく創造する能力，

①生涯設計と生涯学習の能力，

④他人を尊重し，社会に関心を持ち，チームワークを促進する能力，

⑤表現と相互コミュニケーションの能力，

①文化学習と国際理解の能力，

⑦計画，組織と実践の能力，

③科学技術と情報を運用する能力，

①主動的探索と研究の能力，

⑬独自思考とf問題解決の能力。

これらの能力は以下のような七つの学習領域において養成されることになる D

①詩文附，

②鍵康及び体育，

③社会，

③芸術と人文，

⑤自然と生活科学，

⑤数学，

⑦総合活動

つまり，十項自の「基本能力jはどの学習領域をも貫くことになる O なお，これらの学習領

域は学科目ではなく，学習内容で教科をまとめたものである O そして「基本能力Jを各学習領

域に具体化させるために，各学習領域に対応して「基本能力指標(11)J (competence indicators or 

benchmarks)が定められている。「九年一貫jの内容及び配列の特色については，各項目の一つ

一つの ~I標は課程自標 (r基本能力j に対応した目標である)と各学習段階聞の該当「基本能力

指標Jの相互関係が分かるように示されており どういう能力を育てるのかが系統的に示されて
いる(13)。

詩文領域に議する盟諸の「能力指襟jを例にすると，六項Bの指標が挙げられる O また，国語

における課程毘擦は十項Eの「基本能力Jに対応して定められているため，各 f基本能力Jの項

目ごとに六項目の「基本能力指標jが付くことになる O 菌語科における教育課程を構成する三つ

の要素の関係牲をまとめると 表Iのようになる G
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表1 盟諸科における「基本能力J.課程目標イ基本能力指標jの関係性ω

基本能力 課程自様 基本能力指標

自己理解と潜在能力の発展能力 言語文字を応用し，鵠人の潜在能力を引き ①?主音符号応用能力

出し，学習空際を開拓する。 ②開く能力

①話す能力

@文字認識と繋写能力

⑤読む能力

⑤響く能力

楽しみ・表現・審美と新しく創造 語文を創作する趣味を培い，文学作品を鑑 向上

する能力 賞-批評する能力を引き上げる。

生涯設計と生涯学習の能力 語文学習の自学能力を備え，生涯設計・生 向上

涯学習の基礎を留める。

他人を尊重し，社会に関心を持ち， 言語文字を正、用して情意を表現し，経験を 向上

チームワークを促進する能力 分ち合い，見解を話し合う。

表現と相互コミュニケーションの 語文の交流を通し，環境に応じて，適当に 向上

能力 対応する。

文化学習と国襟理解の能力 語文学習を通して，本国と外屈の文化風習 向上

を体得する。

計画，組織と実践の能力 苔語文字を応用し，言十磁を立て，有効に実 向上

行する。

科学技術と情報を運用する能力 詩文，科学技術及び情報を結合し，学習効 向上

果を高め，学習領域を拡張する。

主動的探索と研究の能力 語文を探索する趣味を培い，主体的に詩文 向Jニ
を学習する態度を養う。

独自思考と問題解決の能力 詩文を応用して独立思考し，問題を解決す 向上

る。

以上のように， r基本能力」は「九年一貫jを貫く重要な概念であるor基本能力」を!蛮民教育
段階における課程白擦の指標にする意義について，楊思偉ほか(1999)ωでは，①課程iヨ擦の明

瞭化，②課程編成の弾力化，③謀程実施の統合化という三つのメリットが示されている。「九年一

貫jの編成委員の代表者(元教育部長)である林清江(1998)(1防によれば，今回の教育改革では

実用的な能力の養成が中心となり，その趣旨は「培養帯得走的能力商不是背不動的番包J(学ぶべ

きことは重すぎて持ち運び、のできないパックのようなものではなく 持ち運び可能な能力を身に

つけるべきである)ということであるO つまり，単なる試験対策のための科目知識を獲得するだ

けでなく，具体的な生活上の様々な課題に対応できるような能力が関われているのである o

2-3 毘語科における「基本能力jの課題

楊思偉(17)によれば， r基本能力Jとは，個体として，その時代や社会において，生きていくた
めに必要となる知識的・身体的，技術的・技能的，社会的・社交的などの様々な能力(ただ基本

的な学力だけでなく，それと同時に国民として必要なる能力，つまり体力，技能及び人間関係な

ど社会的な能力を含む)を指すという D

そして， r基本能力Jにおいての「能力Jとは， rB常生活における物事に対応する行為の特質j
ということを指す。言語能力としての例を挙げると 例えば，うまくスゼーチすることができる
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のは一種の能力であれば 落ち着いてスピーチを用意することができるのも一謹の能力である倒。

つまり，能力とは，知識，技能のことを指すと雨時に，行為そのものの態度とそれに対する評価

の髄値観も含まれることになる o

なお，国語科における「基本能力Jの場合，まず，国語科の基本理念を見てみると，以下のよ

うに審かれている問。

「本聞の言語文字への正確な理解及び運用能力を培うことを旨とする。生徒に良好な聴き・話

し・読み・書き・作文等の基本能力を身につけさせ，言語を使用して充分に情意を表現し，性清

を掬冶し，心性を啓発し，問題を解決することが望まれる D また，有効に中国語文を定、吊するこ

とを養成させ，思考・理解・推理・協調・討論・鑑賞・創作に従事することによって，生活経験

を拡張し，多元的な視野を開拓し，国際潮流に向き合う。さらに，広く読む趣味を引き起こし，

文学作品の鑑賞力をあげ，本菌文化の精華を体得するO と同時に，ツールブックを利用すること

を学習し，インターネット情報を結合し，言語学習の広さと深さを促進し，自学力を培う。J(下

線:筆者による)

以上から国語科においては主として言語を操るような「基本能力Jが重視されていることが分

かる O これを「九年一貫jよりも前の「課程標準Jに比べれば，伝統文化を強調し伝承すること

が義務教育段階の中心目標ではなくなったことが大きな違いである倒。さらに， r九年一貫jの
課程目標を:関:いた「基本能力jは，社会文化の文脈によって発展した本土の特色のあるものでは

ない仰との指摘を踏まえると 国語科において学ぶべき「本国文化Jとは どのようなものなの

かは不明瞭になる。

以上を踏まえて，関語科における「基本能力Jの内容を見てみると 伝統文化への言及はない。

そして，楊思偉 (2002)仰が言うように， r基本能力jの概念は技能のほかに態度や価値観も含ま
れるとされているが，この基本理念から，これまで思語教育においては自明のこととされていた，

言語教材の中に含まれる態度や価値観の扱いは不透明である O 言語は呂常生活において伝達の機

能を担うと雨時に，文化を継承する重要な道具でもある O しかし，古代から現代にわたって，そ

を使用することによって形成されてきた伝統的な言語文化は，現代社会で通用する態度や

{制連観の育成に役立つことが期待されているにもかかわらず捌 公用文書では伝統文化に対して

の明瞭な説明がなされていない。

従って， r恭本能力Jを重視する教育改革の中で， r九年一貫jでなされる小中学校つまり義務
教育段暗において，国語科における伝統文化の位霊づけを再検討する必要があると考えられる O

2 -4. r本土化jにおけるこ元対立について
伝統文化に関して，台湾の文脈で考えると，自分の文化のアイデンティティーを探る例として，

近年行われる教育の「本土イヒ(刊J(ここでの「本土jは台湾を指す)運動をあげることができる O

「本土化jの発展の背景として，一つは西歌文化に対しての「本土化Jの意識であり，もう一つは

中国文化に対しての「本土化jの意識が挙げられる問。
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西欧文化に対しての「本土化jの意識については 林秀珍(1999)(2川こよれば，教育の「本土

化jの議論の発端となったのは 1980年に行われた学術研究会による教育研究の酋激化への反省

からなのである O さらに，今まで西欧から与えられた影響を無批判に受け入れる台湾社会の誕生

の涼国として，長期に波る由民政府の戒厳統治仰のもとで，西歌先進国の研究成果を参照するこ

とによって政治安定や経済発展を湿ったことが挙げられているD その後，教育研究の「本土化j

の方針を提唱する論文が多く克られる中側， r本土イヒjが推進されるにつれ，脱西欧化の手段と
なりつつあった。黄騰 (2009)側ではこうした教育研究の「本土化jの開題として，実証研究を

行わない理論の検討に過ぎないことと f本土化j対「西欧化jの二元対立の立場に陥ることなど

が指摘されている o

中居文化に対しての f本土化jの意識については， I諌昭瑛 (2009a)(3ωでは文化史の視点によっ

てこの議論が展開されている。陳氏は台湾における「本土化J運動を歴史の流れに沿って「反日j，

「反西洋化j，r反中国jという 3段階{刊に分けて説明している D そして， r本土化Jにおける二元
対立の問題について，陳氏は第3段階の「反中居J(1983年間~)段 i暗における[本土化」運動

は， r中沼対台湾j，r外来対本土j，r非主体性対主体性Jなどの対立概念を用いて，アイデンテイ
ティーを確立させようとしていることを指摘している o さらに，陳氏は「反日J，r反Tffi洋イヒjと
の2段階では中国伝統文化を代表する儒教が台湾の本土文化として批判精神を発揮したにもかかわ

らず， r反中国Jの段階になると，儒教があえて外来文化として， r本土イヒJ運動の批判対象とな
ったと言及している倒。つまり この「本土化jが第3段階になると，脱中国化の手段として推

進されるようになったのである D

このように，自分のアイデンテイティーを探る運動としての「本土化Jは対西欧化や対中間化

のような二元対立の迷路に陥る場合がある。例えば，台湾における国語科でなされる「本土化j

の議論は， しばしば中国の古典文学との対立に関連付けられる O しかし，学校教育の中でなされ

る古典教育は中国古典を抜きにしては成り立たないものだと思われるため この対立への検討は

必要になると考えられる O

3 まとめ

3-1 古典文学の学習の位置づけ

台湾における教育改革での「基本能力Jは実用的な能力の養成が中心であるとされている。し

かし，国語科教育においては，実用的な言語能力のほかに，伝統的な古典文学の学習も重要であ

るO 察世明 (2003)(却では，教育の立場から考えると，語文(盟諸に相当)はすべての学科の基

礎になり， しかも生徒の道徳性の培いや民族文化の伝承にかかわるものであると述べられている。

よって，台湾においての国語科教育はこのように，伝統文化問の継承の責任を担うことになると

。
る、ぇニ一一口

台湾においては， r九年一貫J以前に行われた中学校の f課程標準jでは， r身をもって中華文
化を理解し，民族精神を深く植えつけ，倫理，民主，科学の観念を養い，愛郷愛国の思想を啓発
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することJ(3紛が屈語科における教育日標の筆頭に据えられていた。これに対して， r九年一貫jで
は， r本国の言語文字への正確な理解及び運用能力を培うことを旨とするjという読み書き能力の
強調が筆頭に表れているO 前後のナショナルカリキュラムを比べると，重点に置かれるものの違

いが-13瞭然であるO つまり，前者は伝統的な文化を継承し，愛忠心を培うことが主眼点となっ

ており (3ぺ後者は実用的な言語能力の養成が強調されているのである O

教育の本質的な問題として，誰のために何のために教育を行われるのかということが考えられ

る口学習者のために霞語科教育を考えると，日常生活に適用する実用能力は第一義的な目標とな

りうるが，一方で伝統的な文化を継承するための古典文学の学習の位量づけも再検討する必要が

あると考えられる D 台湾における言語文化は中国語を基盤とするものであり，伝統的な中忠言語

文化が，台湾の土地においても受け継がれてきた。長い歴史のもとで生まれた代表的な経典はそ

の歴史を受け継いできた人々の態度や価値観の形成には不可欠なものだと思われる O よって，実

用的な言語能力を強調する「九年一票jにおいては，学校教育でなされている古典文学教育のあ

り方をカリキュラムや国語教材から見直すことが望まれる O

日本のナショナルカリキュラムを例にすると， 2008年に出された新しい学習指導要領では，実

生活に芯じた雷語活動の充実が求められるとともに，伝統的な言語文化に関する指導の重視も打

ち出された。こうして古典の指導を取り立てて「伝統的な言語文化に関する事項Jとして設定し

古典に親しませるとともに，継承・発展させる態度を育てる (38)ことから，言語そのものの文化傾

植が認められているといえる O

伝統文化の学習について， 1:1こ'00古典文学の教育がなされている地域は台湾だけではない。 漢

字・漢文を共有する漢字文化圏まで視野をL広げれば，ヰl屈はもちろん，日本，韓国，香港もあげ

ることができるO 自明なことに，中屈においては中国古典文学は国有の文化としてカリキュラム

の中に位置づけられているO 香港のカリキュラムにおいても，中国古典文学が「中国語文教育学

習領域(39)Jの中に提示されている。日本と韓国においては中国古典文学は外来文化であるものの，

自分の伝統文化に深い影響を与えたことで，漢文という枠組みで学校教育の中に位置づけられて

いる。以上の医1.地域においては，国有文化であれ外来文化であれ，中罰古典文学はナショナjレ

カリキュラムでははっきりとした位置づけがなされているO 現在の台湾における教育の場合，異

なるイデオロギーの立場に立つ議論が多岐に渡るため，中国古典文学の位置づけが混乱に陥って

しまった現状が見られる O

従って，今回の「九年一貫jにおいて，このように漢字文化麗における国・地域の古典教育の

観点を参照しながら，吉典文学の学習の位霞づけを見藍すことが望まれるO そして，具体的な検

討の仕方として，各国・地域におけるナショナルカリキュラムでなされた伝統的な言語文化(漢

文教育に限定する)についての規定を見ることが考えられる。

3-2 中国古典教材の独自性

台湾においては，自分のアイデンティティーを探る活動として[本土化j運動があげられてい
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る口そして f本土化jの概念は本来，脱西欧イとを意味していた。山崎 (2009)(40)が指摘したよう

に，今日の台湾教育に必要なのは，西殴先進国から無批判に移権することから脱却して，在地の

教育理念を確立することである O

しかし，イデオロギーの影響を受け，今自の台湾教育においては「本土化jというのはしばし

ば「脱中国化Jの手段として議論されることになる。前述したように， r本土化j運動はこ元対立
の迷路に稿る場合が多いと指摘されている。西欧諸国から教育理念を参照しつつ，本土の文脈に

沿って在地の教育理念，つまりその土地に適用したものを確立しなければならないように，中国

吉典文学が「本土化Jの対立対象とされていることを再検討する必要があるo 台湾の義務教育段

階における古典文学教材を見てみると，中国古典教材の姿が当然のように存在している。このよ

うに，中国古典教材はカリキュラムJ二，明瞭な規定が見られないものの自明のように扱われてお

り，さらにこの対立状態が続くとますます古典文学教育の位霞づけが不明瞭になると想定できる。

この不確定性や対立性を解消するために，まず¥台湾における小・中学校の教材としての中島

古典はどのようなものがよく採り上げられ，そしてどのように扱われているのかを調査すること

によって，中国古典教育の現状を明らかにする o 次に，漢字文化簡を視野に入れ，各国・地域の

中国古典教材の扱い方を比較することによって，台湾における中国吉典教材の独自性を鮮明にす

る。その比較した結果を見極めることによって，現在の合湾教育の特徹に沿った中国古典教育が

明らかになり，中居古典と対立するはずのない証拠になると考えられるo そして， 11:]国文化と台

湾文化の間には切り離せない部分がある以上，現在の台湾における中霞古典文学の教育の中に台

湾の文脈に沿った独自性を見出せる可能性があるのかを検討することが必要なのであるO

注

( 1) r漢字文化函」とは，普通挙げられるのは，中国(香港含む)・台湾・ベトナム・斡m.~:半

島・日本とこれらの地域の言語を話す人々が集屈で住んでいる地域である(水谷修ほか編，

社団法人百本語教育学会 (2005)r新版日本語教育事典J大修館書店 pp. 399~400) 。本研
究では台湾・日本・韓国・中国・香港を検討対象にする D

( 2 ) 例えば，漢字文化圏における漢字文化の変容と発展，民間習俗と生活文化など，その近代

化に関する様々な検討をなされる論文集が見られる o (溝口雄三ほか(1992)~漢字文化器の

歴史と未来j大修館書志)

( 3 ) 日本と韓国では漢文という名称が用いられているが，台湾 中国，香港では現代文の対義

語である「文言文」という名称が用いられているO 本研究において 漢文とは広く中国古典

文学を指すこととする。

(4) 2001年の f由民小中学九年一貫暫行綱要J(暫定版)から 2003年の「愚民小中学九年一

貫課程綱要」の修正を経て， 2008年の「国民小中学九年一貫課程綱要Jとなった。前後はさ

ほど変わることがないため，本研究では特に言及のない限り， 2008年版を扱うことにする D

( 5 ) オーストラリアにおいて1990年代に実施された f核心能力j教育 (keycompetency based 
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education)の言i噌画は近年台湾において行われている教育改革に大きな示唆を与えたと言われ

ている。最も最初に「核心能力J教育を紹介した文章は羊憶蓉(1996)f1990年代的撲がH教

育改革:r核心能力取向的教育計査JJr教改通訊j第20期が挙げられる口
( 6 ) 教育部 (2008)r国民小中学九年一貫課程綱要総縞J教育部
( 7 ) 中学校の場合'においては， 1968年に「国民中学課程標準jが出されて以来， 1972， 1983， 

1994年度の4鴎の改訂を経て， 2003年の「九年一貫」に移行した。

( 8 ) 金子守 (2005)r台湾Jr国語科系教科のカリキュラムの改善に関する研究一諸外国の動向
(2) 醤立教育政策研究所p，16 

( 9 ) 教育部 (2008)r国民小中学九年一貫課程綱要総鱗J教育部
(10) 語文領域では，本i蛮詩文と英語とのこつに分けている口さらに，本国語文には国語と郷土

原住民諾など)がある口すなわち， I雪諾は英語や郷土言語とともに，

まれることになっている O

(11) 楊援J{-・扶持車問i(2002)によれば， r基本能力指標Jは「基本能力」の内実に基づいて作
られた f1脅樺Jである口「指標JOndicator}とは g ある現象‘能力安結果の参照標準のこど

であり v それを過して到達壌がわかり F その後の分析や鯵正の根拠として扱うことができる

という白「基本能力指標率化-}j，詩文事習領域為例Jr教育研究月刊j第96期 pp. 24~25 

(]A) 

lこおいてはg 学習段階安4段階に分け，小学1ι2年を第 1~安時 g 同 3~4 年

最第2段階s 同 ----6年を第3段中学校1---:3年を第3段階としている O

〈関籍>Jr諸外j翠の教育課程一教育課程の基準及び各教科等の国
払352

『教育探究月刊j第

96;明 p.28

(15) 楊思偉ほか(1999)r国民中小事九年一貫課程基本能力賓践策略j菌立蓋湾師範大撃教育
研究 I~=l心 pp. 20~21 

(16) 林清江(1998)f九年一貫諜程規劉専案報告j立法院教育委員曾第三届第六曾期，教育部，

http://m2.ssps.tpc.edu.tw/~mask/edu-report/r9.htm を参照

(17) 揚忠俸は台湾における教育部(文部科学省に相当)の依頼を受け，教育研究センターによ

って「基本能力jの解釈について出された研究報告書の代表者の一人である D

(18) 楊思倖 (2002)r基本能力指標之建構輿落賓Jr教育研究月刊j第96期 pp.17~22 

(19) 教育部 (2008)r富良小中学九年一貫課程綱要詩文学習領域(国語文)J教育部
(20) 羊犠蓉(1992)における過去30年間の8自の「課程標準Jの分析によれば，この詞の国民

教育段階における中心百擦は国家愛を養成し，伝統文化を伝承することであったという O こ

の8国の[課程標準jは1952，1962， 1968， 1975の4図の小学校の「課程標準Jと1952，

1962， 1972， 1985の4簡の中学校の「課程標準jを合わせたものである。 (f現代北典中園人

的傾値鑓選一教育制度的検視Jr中盤人的債値観園際研討曾論文集j局昌龍編 漢皐研究中心
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pp. 258 ~ 273) 

(21) 方徳隆 (2∞4)では，学者や研究者らによる「基本能力jに対しての指摘(例えば，学術
の根拠がなく社会の特性を無視していることや国家目標と民族感情の論述に欠けていること

など)を引用しながら， r基本能力jの立論基礎は不明であり 本土の特色のある課程目標に
なっていないと指摘されている。 (r基本能力 統整課程:課程改革政策的理想輿賀際j林生

博ほか民中小学九年一貫諜程理論基礎(二)J教育部 p.509) 

(22) 前掲

(23) 台湾において 伝統的な中国文化が現代社会にもたらす錨値概念の検討について，例えば

2000年に「中園鐸統文化輿現代償値的激滋jというシンポジュームがI;p.]催された。(林正珍

(2001) r第一届「中国侍統文化輿現代償値的激盤J研討曾後記J漢撃初!究通訊 第20期 pp. 
79~82) そして，文言文(漢文)教育に関する研究では，文書文の鑑賞学習は学習者の人格

教育に繋がることを前提にした論文は多く見られる O 例えば，部事文(2008)ri霊前間中古典

散文鑑賞教皐研究j高雄師範大皐修士論文，洪憶梅(2007)r趨中文言文教材之教製研究J彰
化師範大皐修士論文O さらに，国語教科書に関する研究では，回諾科において道徳性を育成

する役割が多く担われているという指摘も多い。例えば，粛替予告 (2007)r九年一貫課程圏
民中皐醤文教科書道徳教育内福之研究」私立明道大学修士論文 鄭嘉葱(2005)r九年-1君臨
中階段圏文教科書「品格教育」之内容分析一以開懐倫理撃之関懐関係為分析架構J銘博大学

修士論文

(24) 黄政傑(1995)では教育の「本土化」の概念を「本土を教育の中心とすることであり，教

育に関する一切の措置を本土の状況と需要に合わせ 本土と関連付け 本土の文化を通して

選択-応用することによって，本土において役立つものとするjというように定義づけられ

ている o(r教育本土化的理念Jr北県教育J第7期 p.26) 
(25) 黄俊傑 (2002)r歴史経験興国家認向Jr台湾的文化設展』黄俊傑・河寄i彰編台大出版中心
pp. 261 ~290 

(26) 林秀珍(1999)r教育理論本土化的省思Jr教育研究集干IjJ第24期 pp. 1 ~ 15 
(27) 第二次世界大戦後，日本が台湾から撤退した後に，台湾において由民政府による中央集権

統治が行われた。その代表は約40年近く (1948年 ~1987年)の戒厳統治である O

(28) 例えば，周愚文(1987)r我毘教育研究的新方向:教育研究的本土化Jr現代教育』第4期
第6巻 pp. 128~ 134，黄政傑(1995)r教育本土化的理念Jr~ヒ綜教育j 第 7 期 pp. 26~ 

29，呉j青山(1993)r教育研究本土化的取向Jr教育研究饗月刊』第31期 pp. 15~21 などが
見られるO

(29) 黄勝 (2009)r教育研究本土化的再省忠一国境輿可能Jr教育研究集刊j第55期 第3巻
pp. 1 ~28 

(30) 陳昭瑛 (2009a)r論台湾的本土化運動:一個文化史的考察Jr台湾文筆興本土化運動j台
大出版中心 pp. 98~ 175 
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(31) 練昭瑛 (2009a)は，この3段階は各段階の始まりあるいは盛んになった時間に基づいて

時代を区分したため，その段階の結束となるようなものではないと述べている o (向上参照)

(32) 競昭瑛 (2009a)は1983年を「反中国jの本土化運動の起点とする理由として，この年は

[統独j論争が自熱化した年となるためであると述べている。(向上参照)

(33) 線昭毒薬 (2009b)i首代儒皐輿台湾本土化Jr台湾文皐輿本土化運動j台大出版中心 pp. 
263.....328 

(34) 察世明 (2003)r近百年来我留中華麗文教皐的護展j文史哲出版社_ p.265 
(35) 台湾の留語科教育では書留諾の言語教材は現代文と文言文との2種類の文体からなる Q 通

常，伝統的な言語文化とは，文言文つまり伝統的な中酪古典文学のことを指す口しかし近年，

台湾の主体性が高まる中で，台湾における極有の古典文学も議論されるようになった。本研

において共有する漢文マつまり中留の古典文学のみ検討の対象とするO

(36) 教育部(1995)r国民中学課程標準J0994年改定版)教育部 p. 15 
(37) 平億蓉 (HJ92) (前掲)は戒厳前の時期に行われた{課程標準Jを分析対象とし s その結

前ill!したように，伝統文化の継承や愛国心の養成が教育の中心目標であった口戒厳後9

つまり 1890年代に入った頃埼玉ら，員主化，自由化の時代的潮流のもとで1Tわれたカリキュラ

ム改定 (1994年の「課程標準Jの改訂版)は2000年代の「九年一貫jのカ1)キュラム改革を

Hff.l]付けるものであるといわれている。しかしs 隠語科における教育の中心目標としては，

1994年版ではそのw、前のとはさほど変わらないものである。
丈郁科学省 (2008)何1学校学習指導要領解説 国語繍j文部科学省

(30) 整会構繰根発謀議会 (2002)ir-I二i鶴詩文教育事習領域課程指引(小一歪中三)J教育著謀殺発

(40) LLiII 
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